
注射準備の手順

・ 使用前に箱の中の「溶解方法説明書」を必ずお読みください。

・ イスパロクト®静注用は粉末の製剤です。投与前に専用の添付溶解液
（溶解液シリンジ）で溶かしてください。添付溶解液は、生理食塩液です。

・ 本剤は添付溶解液で溶解後、静脈内に投与します（静脈注射）。

・ 主治医から適切な指導を受けるまで、本品を使用しないでください。

・ 清潔な状態で、作業を行ってください。感染防止のため、手指をよく
洗い、作業を行う場所は清潔にすることが大切です。

・ 準備ができるまで、本品を開けないでください。

・ 本品の使用は1回限りです。再使用はしないでください。

・ 本品を落としてしまった場合、破損してしまった場合または
汚してしまった場合は、使用せず、新しいものを使用して
ください。

・ 使用期限が過ぎたものは使用せず、新しいものを使用し
てください。

・ 注射が終了するまでは、箱に入っているものは廃棄しな
いでください。

包装容器スパイク
（保護シールの下

にあります） 保護シール
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シリンジの先端
（シリンジキャップの中にあります）

バックストップ
（ゴムピストンのぬけ防止）

・ 保護シールが完全に貼られていない、または破損している
場合、そのバイアルアダプターは使用しないでください。

・ このときにはまだ包装容器からバイアルアダプターを取り
出さないでください。

・ 針刺しや感染の可能性があるため、バイアルアダプター
のスパイクには触らないでください。

・ スパイクをゴム栓の中心部以外
に差し込まないでください。また、
斜めに差し込まないでください。

・ 一度バイアルアダプターをはめ込
んだら、バイアルから外さないで
ください。

・ ピストン棒の円盤以外の部分に触らないよう
に注意してください（感染防止のため）。 ・ 泡立ちますので、バイ

アルは激しく振らない
でください。

・ 感染防止のため、シリンジ
の先端には触らないでく
ださい。

・ シリンジキャップを
外すとシリンジの
先端が出てきます。
触らないようにし
てください（感染
防止のため）。

・ シリンジキャップが
ゆるんでいる、また
は、シリンジキャップ
がついていない
場合、その溶解液
シリンジは使用し
ないでください。

・ バイアルのキャップを外した後、
ゴム栓をアルコール綿で拭きます。
・ 感染防止のため、アルコール綿で
ゴム栓を拭いた後は、ゴム栓に触
らないようにしてください。

投与前の注意

1. バイアルと
溶解液シリンジの準備

2. バイアルアダプターの取り付け 3. ピストン棒と溶解液
シリンジの取り付け

4. イスパロクト®静注用の溶解

H

● 本剤を他の薬剤と混ぜないでください。
● 使用後の残液は、感染のおそれがありますので、使用
しないでください。

● 廃棄する前に機器を分解しないでください。
● 本品を再使用しないでください。

・ 溶解液シリンジからバックストップ
を外さないでください。
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・ バイアルアダ
プターを一緒
に持ち上げな
いように注意
してください。

翼状針（翼付針）

静注用輸注セットの添付文書

アルコール綿

絆創膏

廃棄用袋

溶解方法説明書

バイアルアダプター

溶解液シリンジ（添付溶解液）

イスパロクト®静注用
バイアル

ピストン棒

溶解方法説明書

イスパロクト®静注用は粉末の製剤です。
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取りつけた状態
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赤丸のシリンジ先端部
に触れないこと
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L! 赤丸部分に触れないこと I J

これで注射の準備ができました。
主治医の指示に従って

注射、廃棄を行ってください。
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